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2019世界拳法選手権大会が8月11日（日）に静岡県浜松市の可美総合センターで開催されました。

拳法会の世界大会は、青少年の健全育成・伝統文化の継承・国際人育成などを目的とし単なる競技

を目的としていません。 その中で熱戦を展開し2019WKC世界チャンピオンにアメリカのDanny J Kelly
選手が日本の強豪中嶋選手に競り勝ち優勝しました。

一般女子では、日本の西村美遊選手が決勝で中山麻衣選手に技あり日本を先取し2019女子世界

チャンピオンになりました。

国別対抗団体戦では、優勝：スペイン 準優勝：日本 第三位フランス となり素晴らしい大会でした。



World Kenpo organization Executive Meeting (August 11, 2019)

懇　親　会

全日本拳法会本部浅井隆夫本部長の挨拶の後、大橋千秋世界拳法会連盟会長を議長に選任し

役員会議の議事に入った。 2022年（3年毎に開催されている）世界拳法選手権大会開催地につき

宗家でIKKO会長在住の日本案が承認され議事が進行された。

1.その中で拳法会は、流派の集合体でなく統一された一つの組織である。

2.日本伝統文化武道を継承するを根本とする。

3.武道＝武士道でスポーツとは、異なる。

4.IKKO本部を軸とし正しい武士道精神の普及を行う。

などが確認された。


